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ゆとりの中で ｢生 きる力｣の育成をキャッチフレーズにした現行の学習指導要領では､
算数科の指頚内容が30%も縮減 された .｢点と計苛｣の領域でも､｢教育内容の厳越 と基
礎 ･基本の徹底を図ること｣の基本方針から､スパイラルがliEl.され､分数 ･′ト数を第4
学年で統合的に取 り扱 う､小数の乗除計許を 1/ IOの位までとする､分数の乗I鋸偶 で
は帯分数を含む計掛 ま取 り扱わないなどとする改訂が行われた｡鞍故の学力低下論r講が過
熱化するに至 り､学習指埼要領はhll娃基嘩であるとする新 しい方向性 も′Liされた｡その学
習指導要袖 も今まさに改5-Tされようとしている･荘低基準だとする ｢数と計算｣の碩域の
教育内容を岡山県及び広島県の児童がどの程度達成 しているのかを調査 した_,碓かな学力
の向上など様々な非数の授業改善が試み られる中で､私たちが調査 した ｢数と計'kif｣にお
ける ｢数と計算｣領域の学力の実態と特徴的な傾向を/llt失する｡
1 はじめに
算数の学力低下の論誠が過熱化する中に
あって､｢散と計算｣の紙域では､計tl力が
弔要であるという指導軌 二立ち､計井ほ能
に特化 した取 り組みに終始する傾向もあっ
た1.平成 13年度及び 15年度の教育.課程
実施状況調査でも､計刑 責能面の通過率は
良好であるC計算托能は､旧学習指,lPl,要領
の下での岡山大学算数 ･数学教育学会調査
でも良好であったOイギリスのサ ノチャー
政権下の教育改革において､唯一成功 した
と言われているのが､ニューメラシアワー
を設定であるっ計従技能を習熟する時間を
設定 し､計算の繰 り返 し練習をしたため､
計算技能が向上 したというものである｡
｢数と計算｣における計算指導では､計
井ができるか否かを問う計算技能だけでは
ない｡計算の意味､計Aitの仕方を生み出す
考え方やその基礎となる敗の見方や考え方
も並要な指導車項である{ したがって､計
算力を付けるためには､計算の意味､計算
の仕方､計算の習熟のそれぞれについて姓
旺 ･鹿本が身に付 くようにバランスよく指
導 をする必要があるこそこで､私たちがrh-J
山県 ･広島県の小学校の協 力を得て平成 17
年度に調来 した ｢故と計算｣の学力の'X態
の結果 と特徴的な傾向の概要を公表したいJ
特に､通成牢の低い ｢敗と計訪｣の指,輔
車項に関 しては､授輿改善の工夫が必要で
あると考えている｡
2 調査方法
(I)調査聞損の⊥夫
｢数と計碇｣の学力を前回詞餐 した結果
l岡山大学徒致 ･数学教育学会誌 rバtlル
ス｣第5号､1998)と比較するために､
原別 として前岡と同-一間視で調査 した
1,2岡山大学教育学部 3岡LnF的卜大学 4岡lLJ市立雄神小学校
5総社市立常磐′ト学校 6,7.8周山大/F数ff学部附嘱小学校
9岡山市立鹿田′ト学校 1O岡山県光背センター ･放剖 苛沸センター
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たた1し､｢分数｣のように学習指,B要領の
改訂で移行 された指掛 勺容については､調
査問題を､新 しく移行 された学年で学力診
断調査することにした〔
(2)調査の時期
調査時期は､該当学年の指導が完全に終
了する2月後半から3月の間に実施 した【)
第 1の理I糾ま,この時期は､算数科のカ
リキュラム上､第 1学年から第6学年まで
のどの学年においても ｢数と計算｣の指導
事項に関する授業が完全に終了 している段
l苛にあるという点が上げられる､これは､
達成率が悪いのは末習だから当然という状
況を避けるためでもあるJ
第 2の押由は､学習指専要領は最低基準
なので､各学年の ｢数と計算｣に関する指
導事項を完全習得させることが不bT欠であ
る J 本当に完全に基礎 ･基本を身につけさ
せることができているかどうかを確認する
ためでもある ,
(3)調査対象数
岡山県､広島県内の小学校の協力を頂き､
第 1学年から第6学年までの全学年で′則 包
し､下記の通 り､だいたいと､の学年も約
1500人程度の2占礎苓料を得ることができ
たっ
第 1学年 1368人
第2学年 1504人
第31;:隼 1525人
第4学年 1557人
第 5学年 1488人
第6学年 1391人
3 学力診断調査結果の概要と特徴的な
傾向
(日 逐蚊宰
第 1学年から第6学年までの｢敗と計符｣
の1-･D域における学力診断調査の結果を遥成
巨L=t示すことにした)達成翠というのは､
嵐 鋸･:tと同義語で使っている-通過 した割
合の児藍が目標ラインに達成 してかどうか
を言う庶味で達成率ということにしたJ
(2)特徴的な傾向
｢牧と計算｣の緬域における各学年の指
J.S事項に関する具体的な問題の達成率の特
徴的な傾向を､
･退蔵率が商い指導内容
･擢成率の不 十分な指噂内容
の2観点から特徴的な傾向を示すことにし
た｡達成率が高い指導内容か否かは､一姫
に､算数教員として期待する達成率を問題
作成 ･採点担当者が､例えば､期待する通
過率を70%ときめ､その鹿準を)左に達成率
が高いか低いかを判定することにした｡
(3)前回の学力診断調査との比較
できる限り､前回の ｢数と計算｣の学力
診桝調査と比較し､規行の学習指弔安閑の
下で ｢数と計算｣の領域の学力が低下して
いるのかどうか､特徴的な傾向をつかむこ
とにしていた-,しかしながら､分析がそこ
まで進んでいない学年もあるので､今回の
報告は､中間報告的な意味合いが強いもの
になっている｡
(4)気がかりな状況にあるもの
逐砿牢が低い ｢数と計算｣の指碑事項の
学力については､授業の工夫 ･改善を安す
ると考えられる｡予想としては､計算の食
味､計算の仕方を兄いだす ｢数学的な考え
方｣等が､気がかりな指,B事項であると思
われる｡
以7∴ 次ページから第 1学年から第6学
年までの達成率とその特徴的な傾向を示す｡
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第 1学年 結果と傾向
1 結果 (調査対象児童数 708人)･･･途中集計
1 ロに あてはまるかすを かきましょう｡
(1)いくつでしょう｡
① 7は.
5と哲%② 10は,8と@･
･ 4と3でEj.'･① 7と3でEj%
'再二拒]価 12Fj佃
'3'由租 EB
2 1の かすを 口に かきれ lう｡
80IL-9~SV･ I
3 いくつ あるでしょう｡
(1)●●●●●●●F_5I.^二
(2) ☆ ☆ ☆ ☆☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆☆ ☆
☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
BEf ] こ
4 ロに あてはまる かすを か き ましょう｡
(1) 10を7つ 1を3つ あわせた かすはfL y･
･2) 86は [コを8つと [コを6つ
あわせた かすですO 寛讐820/.
5 ちいさい じq,んにひだりからならべまLlう｡
[亘∃ [亘∃ [亘可 [互可 [亘∃
[コD Ej].区][コ
6 ぇを みて しきを かきまLlう｡
i i]E]
(2)ちがいは なんぴきでしょう｡
7 こたえを だす しきを かきましょう｡
(日 はすに 5にん U)I)ていました｡
3にん 0)-)てきました｡
いま はすには なんにん u)ってい る ( I_ よ う.
(2) みかんが 5こ あ り ます｡
3こ /=べると u)こ りは なん こで し ょう｡
8ぁといくつで10になるか ロにかすをか きましょう｡
'l'肝 四% (2)巴竺 コ 9[]
9 けいさんの しかたを せつめいしています｡
口に あてはまる かすを かきましょう｡
(1)9十3のけいさん0) しかた
聞 ●●●
9に 口 を ,:して□轟響.,%
⊂ ] と [コ で⊂]
(2)14-9のけいさん0) しかた
% ''
･Oから口 を ひいて□ 轟 嘗 5.%
⊂ ] と･耳 で ⊂ ]
10けいさんを しまし上うd
･1,8.3-E i]% (2)ll-8-巨中
(3)2十8+
4=Ef]%(4)4+6-4｡円
･5,13-3･5-四%(6,7･0-巨車
･7)20+30-巨1 .'･ (8)10+5-巨二重
5-2の j削土なしを
○
(Mいかけの形で+わつている
- 15-
2 傾向
(l)達成率の高い指事内容
① 数に関して
｢数の見方｣(問趣1)
1つの数を2つの数の和や差とみる数の
多面的な見方は重要な内容である｡前回は
気がか りな結果であったが,今回は,いず
れも十分達成されている｡
(問題 1(l)(∋-(む達成率90%以上)
｢数え方,数の系列,10の補数｣
(問題 1,問題2,問題8)
数学的な考え方に関して.工夫して2と
びで数えることは前回同様十分達成されて
いた｡(問題 1(2)達成率92%,問題3(1)
達成率95%)
数学的な知識 ･理解に関して,数直線に
よって 100前後の数の系列を読み取る力は
前回同様十分達成されていた｡
(問題27,ィ.り達成率90%以上)
加法 ･減法の計算の仕方を兄いだす上の
基礎となる 10の補数の見方に関 しては,
前回同様十分達成されていた｡
(問題8(1),(2)達成率90%以上)
① 計算に関して
｢加法 ･減法の意味｣(問題 6,7,1I)
加法 ･減法の意味理解については,前回
同様十分達成されていた｡(問題 7(I),(2)
達成率95%以上)
また,加減計算の問題づ くりへの関心 ･
意欲も前回同様高かった｡(問題 日達成率
86%)
絵から情報収集 して加法 .減法を演算決
定する問題については,合併の場合前回を
9ポイント上回り,十分達成されていた｡
(問題 6(1)達成率 96%)
求差の場合は,前回を 12ポイント上回
り達成率が伸びている｡(問題 6(2)達成率
84%)
｢加減計算の仕方｣(問題 10)
計井の仕方に関しては,計算の仕方を見
出す考え方と計算処理の2面がある｡
計算処理,すなわち,加法 ･減法の基本
的な計井技能については,前回同様十分達
成されていた｡(問題 10(I)-(3),(6)達成
率90%以上,問題 10(4)達成率89%)
また,第 1学年の学習内容にない(何十)
+(何十),(十)+(l桁)の計算技能に関 し
ても達成率が高かったO(問題 10(7),(8)逮
成率90%以上)
しか し,未習の｢13- 3｣を含む3つの
数の計算は,前回を9ポイント下回った｡
(問題 10(5)達成率77%)
(2)達成率の不十分な指導内容
① 数に関して
｢数とものの一対一対応｣(問題3)
数を数える際には,数とものを一対一対
応させながら数えていく｡数が多 くなると,
10の束などを作って数えることになる｡34
個の☆を数えることは基本的な内容だけに
達成率90%以上を期待 したが,前回同様
それを下回る結果となった｡(問題 3(2)逮
成率86%)
｢数の構成的な見方｣(問題4)
2桁の数を｢10がいくつと1がいくつ｣
_と構成的に見ることは.数の理解する上で
基本的な内容であるので,達成率90%以
上を期待 したが,前回同様それを下回る結
果となった｡ (問題 4(I)達成率87%,
問題4(2)達成率82%)
② 計算に関 して
｢加法の計算の仕方を見出す力｣(問題 9)
加法の計算技能についての達成率は商い
が,その計算の仕方を見出す力 (数学的な
考え方)は,前回に引き続き,低い達成率
となった｡(問題 9(1)達成率43%)
｢減法の計算の仕方を見出す力｣(問題 9)
減法については,前回を 20ポイントも
上回っているものの,加法同様,計算の仕
方を見出す数学的な考え方の達成率は,低
い｡(問題9(2)達成率58%)
加減の計算技能にばかり力を入れるので
はなく,計算の仕方を見出し,それを筋道
立てて説明する力を育成することが,前回
に引き続いての課題である｡
(深 井 文 雄 )
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第2学年
1 結果 (調査対象児童数 1504名)
1 あわせて いくつに なるかを 赦字で かきましょう
(1) (2)
[三重コ [二三 亘互 コ
'3'[二重]㊤㊥⑩o'4'且 OooO〇
･二t= 三
20にあてはまる 軌を かきましょう.
･1, 120は [三 三可 を.こ [二三互可を2こ
あわせ1= 敷ですB
･2,180は 10を 臼 こ あつめた鞍です｡
(3) 40 0 0 と 7 0 0 と S を あわせT=数は B です｡
･4, 4500は 100をE 享可 こ あつめた数ですC
3 53-27を ひっさんでします4
-のくらいの けいさんは どのようにしたの
でしょうか｡かきましょう｡
57%
4 肘暮しましょう.
(1) 2 7 (2) 9 6
十3 5 +3 7
94% 85%
結果と傾向
8 こT=えを たす しきを かきましょう｡
(1) 赤の リボンは 3mです｡
書の リボンは 赤の 2ぱいの 長さだそうです｡
書の リボンは なんmでしょう.
しき 79%
(2) ケーキの は二が 3はこあります｡ lは二に ケーキは 2こずつ
はいって います｡ケーキは せんぶで 1JLんこあるでしょう｡
しき 54%
9 こf=えが つぎの 故になる かけ井の しきを ぜんぶ かきましょう｡
(1) 12 (2) 36
2×6 94%
6×2 94%
3×4 91%
4x3 78%
4× 9 68%
9× 4 85%
6×6 87%
10 7のTiんの 九九をつくっています｡
(1) 7の 1='んの きまりを みつけて かきましょう｡
(2)7×5の こたえを わすれて しまいました｡
7×5の こf=えを どのようにして たせば よいでしょう.
7×4に5をたす 15%
5x7 72%
7+7+7+7+7 7%
?????
?
?
?
?? ?
?
? ? ? ?
･5,7×8-⊂] (6,9×7-□ (7,8×6-⊂コ
93% 96%
5 1の かすを ロに かきましょう｡
80 90
92%
HO
6 どちらの 人故が 多いか くらべてみましょう｡
圧莞□監 ]
84%
川 望告で措 き 肋 ば E のくらい匡 肋 ばよい｡
(2)大きい敬の方L=Oをつけま し ょう.
⊂コ 678 692⊂コ 97%
7 書十井しましょう｡
川 20･30-[= ]94% (2,23+30-⊂コ 95%
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???
?
?
32% (
??? ? ? ? ?
?
? ?
? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ?64になるか
を けいさんして
たしかめる｡
19% ( ) や を つかって たしかめる｡
?
?
‥ ?
?
?
?
?
? ?
?
??
?
??
?
?
?
? ?
?
???
6かい たして たしかめる｡
で たしかめる｡
=35に 7をたして たしかめる?
を つかって たしかめる
12盛者 しきと ★の臣 司郎 つなぎませ 畠
76% 76% 97%
=Li覇 王 Li≒ -i-:L
13 絵を 見て 3)く4の 式になる お含まを つくりましょう｡
2 傾向
(1)達成率が高い指導内容
①教に関して
｢数の構成｣(問題 1.問題2 (1)(3))
10000までの数について,数え棒やお
金の図を見て数字で表すことは達成率がほぼ
80%をこえており,十進位取り記数法に基
づいた数の構成の指導がよく図られていると
いえる｡
｢数の大小比較｣(問題6)
678と692の大小比較では,達成率が
97%であり,十の位に着目して大小比較す
ることができており,十進位取り記数法に基
づく数の大小比較の指導がよくL'Aられている
といえる｡
(診計算に関して
｢たし算の筆貴J(問題4 (1)(2))
(2位数)+(2位数)の隼算では,繰り上
がりが 1回ある計算で94%,2回ある計算
で83%でたし算の筆節の達成率は85%を
こえており,たし算の欝井のアルゴリムの指
導がよくされているといえる｡
｢かけ箕 (九九)の計算｣(問題4)
7×8の計算の達成率が93%,9×7の計
罪の達成率が96%,8×6の計算の達成率
が92%と,どの計算も達成率は概ねよい｡
九九を確実に暗記させ,繰り返し習熟が図ら
れているといえる｡
｢2位数同士のたし算とひき井 ｣(問題7)
(何十)+(何十)のような計算では,20
+30が94%,23+30が95%でどち
らも達成率が 90%をこえており.10を単
位として1位数同士の計算に付着させた計算
の指導の徹底が図られているといえる｡
(2)達成率が気がかりな指串内容
(D数に関して
｢数の相対的な見方｣(問題 2 (2) (4))
10や 100を単位にして数の大きさを捉え
る見方に関しては,180で55%,450
0では64%の達成率であり.かなり低い｡
つまずきの反応としては,RU'J題2(2)では
｢8｣｢80｣｢180｣とこたえた児童が
多かった｡また,4500のつまずき反応と
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しては ｢5｣｢450｣とこたえたり,無答
であったりした｡これより,十進位取り記数
法に基づく数の相対的な見方についての指導
が不十分であるといえる｡
r数直線を用いた敢系列J(問題5)
850をよむことについては,89%の達成
率であったが,990については78%.I
050については70%と退成率が低く,1
000前後の数を1目盛 りが 10になってい
る数直線上でよむことはできに くいといえ
る｡990のつまずき反応としては ｢999｣
｢909｣が多く,1050では ｢1500｣
｢1005｣とこたえる児童が多かった｡こ
れより. 1目盛 りの大きさが 1ではない数直
線については丁寧な指導を行 う必要があると
いえる｡
②計算に関して
｢ひき算の計算の仕方｣(問題3)
ひき算の計算の仕方を説明できることにつ
いて達成率は57%とかなり低い｡つまずき
反応としてひく数とひかれる数を反対にして
計算する.十の位から繰 り下げる記述がない,
無答が多かった｡これより,計算棒などを用
いた十進位取り記数法に基づいた筆算のアル
ゴリムの指導を丁寧に行 う必要があるといえ
る｡
rかけ算の意味｣(問題8)
かけ算の意味指導では.問題 8 (2)の達成
率がそれぞれ 54%で非常に低い｡｢基準値
のいくつ分｣という見方とかけ算の式のつな
がりが十分理解されておらず,かけ算の意味
指導では.具体物から ｢5の3つ分｣という
言薬,5×3という式へ内面化を図る指導を
丁寧に行う必要があるといえる｡
｢計算を生み出す力｣(問題 13)
問題 4 (5)～ (7)の結果からかけ芽の計
算技能の達成率はよいが,一方で同じかけ算
でも間脳13のような計算の仕方を生み出す
ような問題では,達成率が54%でかなり低
く.かけ算の指導で,絵や式を見ながらかけ
算になる問題をつくるなどの指導が十分に行
われていないといえる｡かけ罪の問題づくり
を丁寧に行い,｢基準Ei･のいくつ分｣の見方
を大切にした指導の徹底を図る必要がある｡
(鈴 木 隆 幸)
第3学年 結果と傾向
1.転集 (調査対象児Ji故 1525人)
1 口に あてはまる故を かきましょう｡
日 )7×4の答えは､7×5の答えより
(2)2400000は､10000を
(3)500を､10倍した故は
また､10でわった故は
(.)3500は.一万をrt
[互司 小さい｡
E 司
こ あつめた故です,
[享三口 です｡
[互三可 です｡
孟与i.o比.一万を[互司こと千を[互司 こあわせた
(5)1本65円のえんぴつを700本Tうと
2 1の 故を fきましょうo
6∝氾0 7∝)00
6次の計暮を 事暮でしましょう｡
二 二
(2)48×6
89%
(3)45×32 (4)96×52
(5)70×51 (6)315×42
蒜 二'- ⊂ コ [ コ
7 次の間題を臨んで､答えを出す式を fきよしLう｡
(1) あめが18こか )ます｡3人に同L:故ずつあげます｡
1人分は,なんこでLlう｡
式 76%
3大きい方に ○ を つ けましょう｡
･,[コ 9582 ･07050巨三∃
･2,[コ 27598 2764I
4次の計井をしましょう｡
(I)20×5-
･17:｣
巨三∃
(2)90÷3==E亘]
･" 200×3-E亘コ (4,.20÷4-E互コ
5 計井のしかたを考えています｡I lは､どんな計井をしているのでLlう｡
(日 手書の考え
2 7
× 5
3 5
1 0 0-･･･
1 3 5
(2)72×3の計暮を､I2を工夫して計暮すると､
12×3-⊂ 三重 二二]+
(3)25×18の計暮を､18を工夫して計暮すると､
25×.8-⊂二三≡]+
(2) 24mのロープは.4rnのEl-プの何倍でし▲う｡
式 60%
(3) 20こ りんごがあります｡ 1人に3こすつくばります｡
何人にくばれて､なんこ あまるでLlう｡
式 84%
8 次の言十暮で まちがいにぷんよ×そ っけまLLう｡ 完等41%
I7÷6-3あまりl( ) 24÷5-4あまり4 ( )
]4÷ 8-4あまり2 ( ) 25÷3-7あまり4 ( )
9 30÷4-7･-2 の答えを たしかめます｡
あなたなら､どの考えでたしかめるか ○をつけましょう｡
(13%)おはじき30こを､4こずつ分けてたしかめる｡
(43%)4の[='んの九九を､もう一度言いながらたしかめる｡
(37%)4×7+2 の計JFをしてたしかめる｡
I0 12÷3 の問塩を作りましょう｡
骸 番 競 う£ 振 番 競 茄ー 坊 番 -紡 竜臣
等分除56%
包含除23%
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2 傾向
(1)達成率が高い指溝内容
の数に関 して
｢数の偶成.】 (間韻 l(1), (4))
7×4と7×5の差を考える問題では達成率
が 92%と前回と比べ 7ポイントも高 くなって
いる｡また,今回設けた35000の構成を考
える問題では達成率が98%と非常tこ高いoこ
れは,九九の偶成や大きな数の偶成についての
指導の徹底が図 られているといえる｡
l数の大小比較｣ (問題 3)
96828と 107050,27598と
27641の大小を比較する問題の達成 料まそ
れ千れ,99%,91%と高い｡これはけたの
数に心目して大′｣､比較する十進位取 i)記数法の
指 ･.洋の徹底が図られているといえるO
②計許に関 して
｢かけ算 l (問題 4日), (3日
20×5,200×5の計号‡では.それぞれ
達成率が 92%,94%と前回同様高い結果と
なった｡ これは,20,200を 10.100
のい くつ分と考えて2×5をもとに して考える
計算の仕方の指導の徹底が継続的にlL(]られてい
るといえる｡
｢かけ算のTE算｣ (問題 6(1), (2))
27×3,48×6の速成率は,それぞれ
91%,89%であった｡前回同様高 く. (2
位数)× (1位致)の筆算の習熟が くり返 し行
われ,定着 しているといえる｡
(2)達成率が気がかりな指溝内容
こ1敗に関 して
｢数の相対的な見方｣ (問題 1(2日
10000を単位 として艶の大きさをとらえ
る間祖では.退成季が 66%と前回より13ポ
イン ト上がっているが,満足できる散仙ではな
い｡これは.十進位取 り記数法にもとづいた致
l
の相対的な見方の指導が不十分であるといえる｡
｢100倍｣ (問題 1(4))
何十何円の 100倍を求める問題では, 73
%と期待 した数値 より低い｡3年生では,10
倍 までの指惑であるが,その発展 として抜って
ほ しいところではあるが,実際には扱われてい
ない現状ではないかと考える｡
②計壬い二関 して
｢かけTTの第第｣ (問題 6(3), (4))
45×32,96×52の遥成率は,それぞ
れ78%,77%であ り,.馬'い数値 とはいえな
い｡ (2位欽)× (2位散)の筆itのアルゴリ
ズムが定着できるよう指導の工夫が必要である｡
｢計算の仕方｣ (聞損5(1))
27×5の筆算の計算の仕方を説明する問題
は,前回よりも24ポ イン ト上がったが46%
と低い｡これは,十の位を 1つず らしている意
味の指導が不十分であるといえる｡
｢計算の l.夫｣ (問題 5(2).(3))
12×3の 12を工夫する問題は前回より1
4ポイン ト上が り41%.25×i8の 25を
工夫するruJ祖は9ポイン ト上が り35%であっ
た｡引き続きこれは,分配法則を活用する指,類
が小 ｢分であるといえる.
｢わり算の立式｣ (問題 7日), (2),(3))
18T3 (等分除),24÷4 (何倍)
20÷3 (余 りのある)わ り貨の文車間抱を立
式する問題では,前回に比べそれぞれ,8ポイ
ン ト.7ポイン ト,2ポイン トと下がっている,
これは文革問題から計辞の意味 を読み取る指導
が不十分であるといえる｡
(森金 永二)
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第4学年 結果と傾向
l 樟果(叫壬対女児暮色 1557名)
l 数字でか きましょ う｡
(目 玉偉六千
(2) 十兆三百tlt
2 [コ の中に あては3=る蝕をかきましょう｡
(1)4000万の 10倍の敬は
(2)5兆を10でわっf=散は
･3,0 .を 巨司 こ あつめた激は 1です｡
(4)† を 7こJSめた故は[∃ です｡
(5)1,7.6 3 8 4 の 6この数字のうち 4この歌字を
使って4けたの故をつくろうと思います｡
① 一着大きい故は
② 一事小さい故は
(6)394を上からlけたの社数にすると
3 故が大きいのはどち らですか｡⊂ ] に
です.
大きい方の故 を ■きま
しよう｡大きさが同 じときは｢-｣と書 きまし ょう｡
･1,0 1 と 0 巨 】 (2, 0 9 と 1巨∃
･3, . と : 巨 ] (4号 と ‡巨]
4 25x173425です｡
このことをうまく使って.次の計井の答えを求めましょう｡
(l)2500X170-
(2)25万 ×17万=
5 [コ にあてはまる数を かきましょう.
16T(2+6)[亘]
6 6÷2と答えが同じになる式に みんなOをつけましょう｡
( ) 60-2 ( ) 600-200
完書
く ) 60T20 79% ( ) 600二2
( ) 6000⊥2000
7 次の計井を1井でしましよう｡
1) 7 4 - 1 8 (2) 72 - 3
⊂ ] [ = コ
'E コ [` = ]
(5) 84 - 21 (6)252-36849tI a1%
8 次の計砧のうち ばっと見て答えが2けたになるわリ耳はどれでしょう`
答えかこけたになると思うものに みんな0をつけましょう｡
( )96-32 ( )732T32
完青
く )252二36 28% ( )312⊥26
( )1653-37 ( )8833-25
9 答えを求める式を lつの式で表しましょう｡
(1)1きつ75円の/- トを4さっと.1本25円のF'a輩を4本買いました｡
代金は 全釦で何円でしょう｡
式 63%
tZ)l四20円のたまごを8億買って 2 0 0円出 した と きのおつり は
伺円でしょう｡
式 39%
10 次の計算の商で 240-6の商より大きいのはどれでしょう.
大きいものにみんなOをつけましょう｡
( )240-5 完苫 ( )250-6
46%
( )220T6 ( )240-7
11 仮分数は帯分数か整数に.帯分封は仮分掛 こなおしましよう.
･1,Jf-E] (2, 千 -E] (3,.
12 右のぷんぽうぐを 買いました｡
代金を求めるとき あなたは.ど
ちらの計井方法を逝びますか.
0をつけましょう｡
( )
59%
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( )
72+23+82+38=110+105
W =215
110
37%
2 傾向
(1)達成率が高い指導内容
①数に関 して
｢小数 ･分数の知識 ･理解 ｣
(問題2(3).(4),(6),H(1),(2),(3))
小数や分数の意味,構成の知識 ･理解に
ついての達成率は どれ も8∠1%以上で あ
り,指導の徹底が図 られているといえる⊂
②計算に関 して
｢整数のわ り算の計算技能｣
(間頒7(2).(3),(5), 5)
第 4学年までで,ねらいとして,整数に
ついての基本的な四則計算が確実にできる
ことがあげられる二.演算記号をもとに計舞
の順序を考える問題 5の達成率は92%で
あった亡(加減乗除の計節が含まれている)
並数のわ り芽についての計算技能面につい
ての達成率は84%以上であった｡ただ,
商 に空位 のある問題7(4)は戸惑 いが見 ら
れ.達成率は72%であった, また,商の
見ikj付けが必要 となる問題7(6)の達成率は
81%であった､
(2)達成率が気がか りな指導内容
①敬に関 して
｢大きな数の表記｣ (問題 1(1))
十進位取 り記数法の しくみをもとに,大
きな数を表記することの達成率は 61% と
低かった｡五億六千万の間違いが 25%あ
り,十進位取 り記数法の しくみの理解が不
十分であるといえるn
｢分数の大小比較｣ (問題3(4))
分母の違 う分数の大小を判断することの
達成率は 50% ときわめて低いG分数の意
味の理解が不十分であるといえる.
②計算に関 して
｢計算の見積 も り｣ (問題 8,間脳 10)
繭のuT敏:･'r_･見積 もる問題の達成率におい
て完答は 28%, また,商の大きさを見柏
もる問題の達成率において完筈は46%と
きわめて低かった_学習指導要領で ｢計芽
の仕方を考えた り,計算の確かめをしたり
す るときに,計算の結果の見積 もりを生か
す ようにすること｣が ｢指導計画の作成 と
各学年にわたる内容の取扱い｣であげられ
ているが,この結果からも指導を重視する
必要があることが うなずける.I
｢計算のきま りの理解｣ (問題9(1),(2))
問題を読んで 1つの式で表す ことについ
ての達成率は問題9(1)については 63%,
問題 9(2)については 39%であったこ.+
と×の混合芥で ( )が不要なのに ( )
をつけている式がそれぞれ 17%,24%
あった(
｢計算結果の活用｣(問題 4)
桁数の多い整数 ･小数の加減乗除などの
計算を軽減す るために,計算結果を活用す
ることが考えられ る亡 これにより.学門内
容が織っても,既習事項を活用することで
学力を維持す ることが期待できる` ところ
が, (2けた) × (2けた)の計算結果を
活用する問題の達成率は, 1000倍 を考
える問題は 73%, 1億倍 を考える問題は
46%と低かった､この結果 を見ると.今
後,計算結果を活用するなど既習事項 を活
用する力を育てる指導を一層重視す る必要
があると考えられる(.
(杉能 道明)
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第5学年 結果と傾向
1 結果 (調査対象児童数 1488人)
□
1 次 の にあてはまる敦を書きましょうB 完等
… 2.17-I-x□･｡1× □ +｡｡17xn
(21 2.35 をLO l.tでした散は
(3).1.5 を10'Jlの】にした敬:i
H )000 1 を 20こ 1Ltd)た数は
(513T7の細は
[コ
≡
完等
亡トj~. 87%
2 次の間親を沈んで.答えを求める式を杏きましょう｡
ll)ltさ224mのロープがあり3:すoこのL1-ブi:56
mす-)にり)-)て.D.IL､L3-7トを†17)うと.lL.ntいます｡
糾いu-1はI,1本(1れるでしょIlJa
八 95%
(2) Lm が5 00 llJu)リJlt'ンF'r･.28Jnl'lL'お う と l上E.い ま ;I
化 !BrLはい くL-,てIiJ｡
式 83%
E3)鉄のほうの･r(さをはかっ1=('L44kgでした｡
二の托U)ほうV)LとさrL_T･A4べたL.,1.8mでL./_I,
こV)純のほうの Imのれさは.†ulkgでLJ:う｡
,じ 68%
(4)あきりさんの1本ITLは35kgです｡
おhlさんu)体TrHJ.あさりさんの作･T(a)12lT/iそ
うです.お兄さ′しの体rmよ,何kRでしょう,
人 89%
3 答えが 4.5をこえる式に.みんなOをつけましょう｡
( )4.5×1.5 ( )4.5÷1.5
1 )4.5×0.1 I )4.5⊥().1
I4.5T0.9
4 計書 しましよう｡
1 3
ll) - + - -
5 5
1 2
(2)l一一 一3 3
14.5×0.9
完答 51%
かけ算のみ完答
66%
わり算のみ完答
56%
5 次の計tt.eftでしましよう.
(17 28 × 34 (2) 4.2 × 3.7
86%
二 _ I_I-二
6 76×43-3268 ですQ
このことを使って.0,76 × 4.3 の答えを出そうと
思います｡答えにOをつけましょう｡
【 )0.3268 (63% )3.268
)32.68 1326.8
7 912÷24-38 です｡
このことを使って,9,12 ÷ 2,4 の答えを出そうと
思います｡答えにOをつけましょうD
( )38 (42%13.8
( )0.38 ( 70.038
8 次の計tの答えの見当をつける式をさき壬し上う｡
Jl) 37621+ 527()4
.(;えのLJ/l'Iを-)ける式
70%
I2)7LO25- 29746
?妄えu)紘('Iをつける人
73%
9 分か ま小牧に.小払 士分軌 こなおしましよう
(210.73-ヒ可
10 次の4-)州 1.･"･,,_1･L･おうと.･i･..- -I- -･- --･･･--｢
い3ナB1O0OIりで1え7Jかど:ノート･ 126
I)か考え7Jとさ.あrJl=は.trら:也打 托 ･ 382
L',d)ノバ1.をJせびますか, 三コンパス ･I218
准ぷノJ(二〇を')けまLL:)〔 :a)り 74
126+382+2I8+74-200+60(
17克 ＼ ± ′/ -800
20り
4つの摘 .'.■は,乍俳で80Out_かLJ■亡え7U,
) 200T400+3()0+loo-I00()
80% 4'棚 ･l"l.は･100川 よ｡少ないかり1-(える)
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2 傾向
(1)連成季が痛い指導内容
① 数に関して
｢小数相互の関係｣(聞損 1(2)(3))
○′ト数点を右や左に移動 させて,10倍 し
た数を作ったり,10分の 1にした数を
作ったりすることについては,どちらの
達成率も89%をこえており,十進位取
り記数法に基づいた′ト数の仕組みの指港
の徹底が図られているといえる｡
｢商分数について｣(問題 1(5日
03÷7の商をきちんと表すことについて
は87%の児童ができている｡解答欄が
分数の形で表す形式ではなかった前回の
調査結果と比較して,50ポイント以上
も増えている.このことから,｢わり算
の商を分数で表す｣ということが示され
ていれば,わり算の商は,割られる数を
分子,割る数を分母にすれば表すことが
できるという理解は,十分達成できてい
るといえる｡
⑦ 計算に関して
｢小数についての計算の意味｣(問題 2(1)(4))
○ (日の包含除場面での立式についての達
成率は,95%,(4)の小数倍の数量を
求める場面での立式についての達成率は
89%である｡(4)については,前回の
調査結果と比べると少 し下がっているの
がち-tになるが,包含除の場面や/ト数倍に
あたる数量を求める場面での計算の意味
については十分達成 されているといえ
る｡
｢同分母分数の加法の計算技青巨｣(問題 4(l))
○卜り分母分数の加 圭についての逐成幸は,
99%と非常にi･;く,同分母分数の加法
は,分子同士を足せばよいという指導は,
十分に達成されているといえる｡
③ 見相もりに関して
｢計算方法の選択｣(問題 10)
○決められた数を超えるかどうかを調べる
ために.好きな方法を選択させた結果,
計筒の順序を変えて数をまとめて考える
方法よりも,数を全て切 り上げて考えて
いく方法を選ぶ児童が80%いた｡数を
切 りとげて考える方法を期待 していたの
で.喜ばしい結果となった｡
(2)達成率が気がかりな指草内容
(i) 数に関して
｢′ト数の仕組み｣(問題 1(り)
○′卜数を構成する数字の意味押解について
の達成率は78%であり,一見,取 り立
てる程,低い達成率ではないように感 じ
られるが.前回の調査結果と比べると,
約 10ポイン トも減少 していることか
ら,小数を構成的に捉える指iElをより一
臥 丁寧に行 う必要がある｡
｢分数と小数の関係｣(問題 9(1)(2))
○分数を小数に直すことについては62%
であり,また,小数を分数に直すことに
ついては,前回の調査結果と比べると達
成率は9ポイント増えているが一前Lqlと
同様,ともに低い通航率であった｡分数
や小数の意味理解を図る指導が不十分で
あり,丁寧な指導を行う必要がある｡
② 計井に関 して
｢小数のわり許の意味｣(問題 2(3))
○等分除場面での正式については,68%
と,前回と同株に低い達成率であった.
つまずき反応では,割る数と割られる数
を逆に沓いた り (70/.),かけ算の式に
したり (8%),無答 (I1%)であっ
たりするものが見られた9関係図や線分
図等の図を活用して,問越場面の理解を
十分に図っていく指導が必要である｡
｢計算結果の活用｣(間趨6,問題 7)
○濫数のかけ算の輔を使って,小数のかけ
算の相を求める問鶴(間窺6)の達成率は
63%,整数のわり革の商を使って,小
数のわり算の商を求める問超(開祖 7)の
達成率は42%であり.ともに低かったO
前回の調査結果よりも問題6は 19ポイ
ント,問題7は8ポイントも下回り,節
回低い達成率であったのが,更に低い達
成率であった｡小数点の位置に弟目して,
小数点を移動 し,整数に置き換えて考え
れば.唯数の場合と同様な考え方で求め
ることができることに気づかせる指澱を
丁寧に行 う必要がある｡
③ 見柑もりに関して
｢小数の計升の仕組み｣(問題3)
○小数をかけたり,割ったりしたとき,ち
との数より大きくなるかノトさくなるかを
たずねた問題の達成率は510/Oで,前回
の達成率とほぼ同じで相変わらず低い達
成率であったo見描もりをするよさに気
づかせ,1を基準としてその大′トで判断
する見方について,いろいろな場面にお
いて指せ してい(必要がある｡
( 固 井 大 介 )
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l つぎの [コ にあてはまる牡を書きZt,よう.
i., i - ま ⊂垂 ]分です･
･2卑 属 -1 一･を ･･'E'･
･3) か - ると 回 です.
･4, 4とBのA,･t公- は [亘司 です･ ･b･BY,
･5, 24と36のA大公的hriEjiB]です･ ら-柵
(6)i と そ をiA分すると
2次のr.lJ)を臨んで.答えを求める式をfきましょう.
(.) ,mのIさが 与k-の鉄のパイプがあ｡打 .
この蛾のパイプ3mのtさは､何kJでしょう.
(2)ら‡mのひもがあります･こわひt,モimゎ に切ると･
何卒のひもができるでしょう.
(3)赤の リボンの長さはErnあります.
これ は.▼のリボンの Ⅰ にあたるそうです.
*の リボンの&さrl.何rnでし上う.
もう･j い書Ir･32Y.
(4)かべにペンキをね｡ます.一柳 枕 ｡子 m'のかぺを
ぬることがでせます,
i 剛 でlL 何m-のかベtぬることがでせるでしょう.
式 ∫ll. トを-.uy. tp.8-.,/叫
(5)ひろしさんの件tは40kEです.
弟の件 t.i･ひろしさんの件Iの与 倍だそ うです･
幹の体 )は何krTLよう.
式 8l･/. .O‡呈･･･LT.
3 口 にあてはまるBをか含まし上う.
2 ロ
-i-x4は □
鵠 bly.
が (2×4)こ ←sLb･入う〇･､･211.
2 □
だから' 首 ×4=召
4 Tl書しましょう.
(,)号一 与-
･2)1ト 音 -E互]禁人∴'23:;,
･3申 4 -匹 ∃
･4, i x 与 -[亘]
･5,巨 -[ 室 ∃
･6,巨与-[垂∃
5 zkの叶Tの答えの見当をつける式を かきまLJ:ラ.
(1)9.23× 4.12
(q,,1J..-I.'LIs:. 無.苓 _..,3.
(2) 7.56÷ 0 98
見当をつける式
(18,b三.-T.昔 ./; 鰯 .州 .
6 答えが3よLJ大せい式に みんな○をつけましょう.
( )3× ‡ ( )3× li
( )3÷i 覗 ･･45-I/. ( )3÷li
( )3ナ iif ( ) 3 ×一存
7 2÷6×3のIl暮モすると士､どちらの仕方で什斉しますか.
自分のするIl暮方法に○をつけましょう.
( )左からJtにrr7tする ( )かけ7tの式にまとめて
2÷6×3- (2÷6)×3
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2.傾向
(1)達成率が高い指導内容
①数に関して
｢約分の意味や通分の意味(闇顔 l(3)(6))｣
･3, 芸 を約分すると
･6, 号 と 号 を通分すると
約分や通分の意味の理解については,できていると
考えられる｡
②計罪に関して
｢分数のかけ算 ･割 り算の計算技能(問題4(3)～(6))｣
･3,号 ×4 -
･4, i
2
× -=
3
･5, i -5-
･6, i ÷ -
2
5
分数のかけ許 ･割 り算の計算技能の習熟は,できて
いると考えられる｡
(2)達成率が気がかりな指導内容
①計界に関して
｢分数の計井の意味(問題 2(3)(4))｣
(3) 6 -
(4)旦 ×
4
達成率が気がかりである｡分数が入った立式の際の
の計算の意味理解が不1分であるといえる｡
何がもとにする砧や比べる址であるかという把握が
不十分であったり,址分数や割合分数が入ったことに
よる互いの関係の把握が,不十分であったりしたよう
だ｡そこで,整数や小数の場合に置きかえて考えてみ
たり,線分図 ･関係図に表して考えてみたりして,立
式の際の意味理解を十分にさせる指導が必柴であると
考えられるc
r分数のかけ算の計算の仕方(間僅3)｣
2 ]
- ×4は -
5 ]
が (2×4)こ
だから･･･ 匪答67%l
達成率が気がかりである｡分数のかけ第の計節技能
は習熟できている(前述)那,)/5を単位にしてそのい
くつ分と考える分数のかけ算の計算の仕方については
不十分であるようだ｡単位のいくつ分と考える計算の
仕方も計算技能の習熟と同じく大切にした指導が必要
であると考えられる｡
｢かける数やわる数を1を基準にして
判断する見方(問題 6)｣
3 3
( )3× 古 ( )3× 1言
3 3
( )3÷61 ( )3十一言
1 1
( )3÷i-i ( )3XTT2 匡亘亘二頭
達成率が気がかりであるC個々に計罰こしていった場
合もあったが,かける数やわる数を1を基準にして,
判断する見方が不 l分であるようだ｡かける数やわる
数が分数の似合も,小数の場合と同じように1を基準
にして判断すればよいという見方を,小数の場合に振
り返ったり.その見方のよさを実感できる場を授業に
取り入れたりする指導が必要であると考えられる｡
(糸島 桃太郎)
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